
世帯と人口

（令和６年１０月１日現在）

区分 世帯(戸) 人口(人)

浜松市

前月比

３５７，９７９ ７８５，２１０

△１６ △６０７

天竜地区

前月比

７，５９２ １６，９７７

５ △１５

竜川地区

前月比

４３７ ９１８

△２ △３

浜松市竜川ふれあいセンター活動推進委員会・浜松市
浜松市天竜区横山町772-1 電話 923－0004 １１月５日発行

令和６年１１月号

【 地域活動団体等の予定 】

《 ※１０月２０日現在の予定です。日程が
変更になる場合 があります。
ご了承ください。》

竜川気功同好会
ホール 10:00～11:30

竜川囲碁同好会
会議室 9:00～12:00

健康吹き矢同好会
会議室 10:00～12:00

１１月６、１３、2０
２７日

1１月1５、２２日

１１月の主な行事

【催しなど】

〇フランス料理教室
１１月 ９日（土）１０：００～

〇寝ころビクス教室
１１月１２日（火）１０：００～

〇フラワーアレンジメント
１１月２８日（木） １４：００～

教育文化週間 １日（金）~７日（木）
計量記念日 １日（金）
文化の日（祝） ３日（日）
振替休日 ４日（月）
世界津波の日 ５日（火）
１１９番の日 ９日（土）
秋の全国火災予防運動

９日（土）~１５日（金）
世界平和記念日１１日（月）
七五三 １５日（金）
将棋の日 １７日（日）
勤労感謝の日（祝） ２３日（土）

1１月１３、2０
２７日

ほのぼの会給食サービス
13:00～16:00

1１月２０日

しめ縄づくり教室開催

[日 時] １２月２４日（火） 午前９時００分～１２時００分
[場 所] 竜川ふれあいセンター ２階 フロアー
[講 師] 伊藤 茂 先生
[材料費] ５００円 （１人分）
[対 象] 小学生以上
[定 員] １０名まで（先着順）
[持ち物] マスク、はさみ、持ち帰り用袋
[申 込] １２月１８日（水）までに、竜川ふれありセンターへ

電話（☎９２３－０００４）又は直接窓口へお申込みください。

しめ縄飾りは、お正月に家々の門や玄関に飾り、厄除けや災いを

はらう結界の意味をもつことから、新しい年が良い年であるように、
家族が健やかであるよう願いを込めて作ります。
皆さんも一緒に作ってみませんか。

冬休み子ども講座
子どもお菓子づくり教室参加者募集

自分だけのカップケーキを作ろう ♪

日 時 １２月２７日（金） 午前１０時００分～１２時００分

場 所 竜川ふれあいセンター １階 料理教室
持ち物 エプロン、三角巾、マスク、タオル、水筒（飲み物）

参加費 子ども１人 ２００円（材料費）

大人1人 ２００円（材料費）
※付き添いのみの方は参加費不要です。
※年齢制限はありませんが、未就学児の場合は保護者

同伴でお願いします。
先 生 元パティシエ 山本絵里加 先生
〔申込〕 ①竜川ふれあいセンターか横山小学校に申込用紙を提出

②竜川ふれあいセンターへ電話（☎９２３－０００４） 〔締切〕 １２月１２日（木）

いくつかのお菓子とホイップクリームを使用っ
て、いろいろなデコレーションを楽しみしょう。

昨年のしめ縄づくり教室の様子です。

ハンドメイドサークル Ciao
１１月１３日（水） 19:00～:21:00



１０月２２日（火）、明治安田生命保険相互会社の飯島栄里

氏他を講師に迎え「今から、取り組もう！防災講座」を開催し
ました。 避難の本来の意味は
、避難（ひなん）⇒「難」を「避」
けること、どのようにして災害
から身を護るかを自ら考える
ことが大切であることや、新し
い避難の考え方「分散避難」や
、在宅避難に役立つグッズの
基礎知識などを学びました。

●天竜川絵画公募展（大賞受賞作品特別展）
期間 令和６年１１月２３日（土）～２９日（金）
場所 龍山森林文化会館ロビー
問合せ先 龍山地区文化振興事業実行委員会

龍山森林文化会館内 ☎968-0331
●ノルディック・ウォーク教室㏌龍山

期日 令和６年１２月８日（日）小雨決行
コース 龍山森林文化会館駐車場～秋葉湖畔
参加費 １，２００円（弁当、保険、通信費など）
申込先 浜松市スポーツ協会竜山支部

龍山森林文化会館内 ☎968-0331
●勝坂神楽企画展

期間 ～ 令和７年１月１９日（日）まで
場所 春野歴史民俗資料館
問合せ先 春野支所生涯学習G ☎989-0200

令和６年１１月号

「
信
頼
は
行
動
の
集
積
」

浜
松
市
（旧
天
竜
市
）名
誉
市
民
、

本
田
宗
一
郎
の
日
々
の
こ
と
ば
よ
り
。

ど
ん
な
に
雄
弁
に
話
を
し
、
巧
み
に
表
現
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
人
は
動
か
な
い
。

そ
の
人
の
人
と
な
り
、
行
動
の
集
積
が
信
頼
を
生
み
、

そ
れ
が
人
を
動
か
す
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

火災予防に注意を払いましょう！

秋は空気が乾燥し火災の発生しやすい
季節の始まりです。
ガスコンロなどのそばを離れるときは、必
ず火を消しましょう。

「守りたい
未来があるから

火の用心」
＊2024 全国統一防火標語

〇
竜
川
の
伝
説
第
十
三
回
は
兄
弟
地
蔵
で
す
。

昔
、
横
山
の
或
る
家
に
身
体
の
不
自
由
な
兄
弟
が
お

り
ま
し
た
。
こ
の
兄
弟
は
二
人
共
、
家
の
中
を
、
よ
う

や
つ
と
這
い
廻
る
ぐ
ら
い
の
身
体
の
不
自
由
な
兄
弟
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
兄
弟
の
家
は
貧
乏
で
、
そ
の
上
父
親
が
酒
好
き

の
た
め
、
父
親
の
稼
ぎ
は
ほ
と
ん
ど
酒
代
に
し
て
し
ま

い
、
母
親
が
針
仕
事
を
し
て
細
々
と
兄
弟
を
養
つ
て
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
状
態
で
あ
つ
た
の
で
、
母
親
の
苦
労

が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
或
る
日
、
母
親
は
薪
が
少
な
く
な
つ
た
の
で

兄
の
方
に「
山
へ
薪
木
拾
い
に
行
つ
て
く
る
か
ら
、
弟
と

仲
良
く
遊
ん
で
い
な
さ
い
」と
言
つ
て
薪
木
拾
い
に
で
か

け
ま
し
た
。
兄
は
、
母
が
出
か
け
る
と
何
時
も
母
に
苦

労
を
か
け
て
い
る
事
を
思
い「
吾
ら
兄
弟
が
い
な
く
な

れ
ば
母
の
苦
労
も
無
く
な
る
だ
ろ
う
。
い
つ
そ
母
の
い

な
い
間
に
ひ
と
お
も
い
に
」と
い
ち
づ
に
思
い
立
ち
、
ど

う
や
つ
て
持
ち
出
し
て
来
た
の
か
父
親
の
大
工
道
具
の

中
か
ら
の
み
を
と
り
出
し
、
弟
を
刺
し
殺
し
、
自
分
も

の
ど
を
突
い
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
件
が
あ
つ
た
こ
と
等
知
ら
ぬ
母
親
は
、
山

か
ら
帰
つ
て
来
た
時
は
、
家
の
中
は
血
ま
み
れ
に
な
つ

て
、
哀
れ
兄
弟
は
冷
た
く
な
つ
て
お
り
ま
し
た
。
村
人

は
、
こ
の
兄
弟
を
あ
わ
れ
み
、
兄
弟
の
地
蔵
を
宝
珠
院

の
石
段
脇
に
二
人
寄
り
添
う
よ
う
に
建
立
し
て
兄
弟

の
霊
を
懇
ろ
に
供
養
し
て
や
つ
た
と
言
う
。
今
で
も
こ

の
地
蔵
は
建
つ
て
お
り
ま
す
。

たつかわ山の幸物産展が開催されます。

日時 １１月１７日（日） ９：３０～１５：００
※予備日：１１月２４日（日）

場所 横山小学校グランド
主催 竜川観光産業振興会
問合せ 湖畔の家
電話 ９２３－０３１９

★餅投げ（14：00～）やカニ汁の
無料サービスなど楽しみです。

令和５年の物産展の様子です。

地域文化セミナーで「防災講座」を開催

近くの催し物

宝珠院の登り階段
の脇に兄弟地蔵
が安置されている
お堂があります。

お堂の中には向かって左側に木彫
りの「兄弟地蔵」が、中央に「聖徳
大子」、右側に「弘法大師」の像が
安置されています。

兄弟地蔵

第１回寝ころビクス教室を開催しました。

10
月
8
日
（火
）、
マ
ッ
ト
の
上

に
寝
こ
ろ
び
、
足
や
腰
、
体
全

体
を
動
か
し
て
、
楽
し
く
体
を

鍛
え
る
運
動
を
し
ま
し
た
。

玄関ホールにエアコンを設置しました。

季節を通じて快適な待
合い空間をご提供するこ
とを目的に、エアコンを
玄関ホールに設置しまし
た。

写真中央が設置エアコンです。


